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室温動作する高感度なテラヘルツ波センサーの開発はあらゆるテラヘルツ応用研究を強力に推

し進める基盤技術として期待されている。我々は非線形光学波長変換を用いた室温動作・高感度

テラヘルツ波検出を提案しており、これまでに独自の疑似位相整合デバイスを用いた差周波光ミ

キシングに基づくテラヘルツ波検出に関して報告を行った[1]。実験では、検出信号光が結晶伝搬

中に光パラメトリック増幅されることで信号雑音比を大きくできることが分かった。本報告では、

より結晶長の長い 40mmの斜周期分極反転素子を用いた検出性能の向上に関して述べる。 

実験系を図 1 左に示す。Nd:YAG マイクロチップレーザーは、光注入型テラヘルツ光パラメト

リック発生器(is-TPG)と、独自に設計・作成した斜周期分極反転ニオブ酸リチウム結晶(slanted 

PPMgLN)の検出系の励起光源とした。光波長変換された信号光(1070nm)は、光学波長フィルタを

通してアバランシェフォトダイオード(APD)によって高感度に検出された。Slanted PPMgLN 結晶

は 1.6THz 付近で位相整合条件が満たされるよう設計し、周期(Λ:29m)と角度(α:20°)を決定し

た。光波とテラヘルツ波は直交して結晶に入射し、光波の入出射面は 1064nm を中心とした無反

射コーティングを施した。一方、テラヘルツ波入射面は光学研磨した面に入射した。実験の結果、

1.6THzのテラヘルツ波入射時に検出信号光が確認できた。計算結果では、結晶長 15mmを用いた

場合[1]と比較して約 7倍の信号光強度が得られ、より高感度化が期待される(図 1右)。 
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図 1.テラヘルツ波検出実験光学系（左）と信号光強度の結晶長依存性計算結果(右) 
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